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SIP光・量子では、日本が強みを持

つ光・量子技術を活用し、製造業にお

けるスマート化の基盤となるCPS

（Cyber Physical System）を構築す

るために必要な「レーザー加工」「光・

量子通信（量子暗号通信）」「光電子情

報処理（量子コンピューティング）」と

いう3つの技術的課題に取り組んでき

た（図1）。そして、5年計画となる本

プログラムは、いよいよ第2期の最終

年度を迎えた。プログラムディレク

ターである西田直人氏は「国内企業や

海外研究機関とより強く連携しながら

研究開発を進めており、既に研究成果

の一部が事業化されています」と、こ

こまでの経過を語る。

SIP光・量子で開発された技術の中

には、実用化に至ったものが複数出て

きている。東芝が事業化した量子暗号

通信技術や、ロボットや自動運転車の

目となるLiDARへと応用された京都大

学開発のフォトニック結晶レーザーも

その代表的な例だ。これらの個別技術

だけでなく、前述した3つの技術課題

の研究成果を社会実装に向けて結集す

ることで、より多様な課題の解決に資

するCPSの姿が見えつつある点はSIP

光・量子の成果として特筆できる。

その一方、エネルギー問題や温暖化

対策、経済安全保障といった世界的な

課題が顕在化する状況で、より広範で

多様な社会活動の中に製造業を位置付

けて最適化を図る重要性も高まってい

る。製造業の活動をデジタル技術で最

適化する「インダストリー 4.0」を推

し進めていたドイツ・欧州も、近年で

は最適化の対象を製造業の関連部門に

広げた「インダストリー 5.0」を標榜

する例も見られるようになった。これ

は2016年に日本政府が策定した

CPSによって社会全体の活動を最適

化する「Society ５.0」を追随する動

きと言える。

加えて、コロナ禍を境に、製造業に

おけるデジタル化の目指す姿である

CPSの構築とその活用の重要性が再

認識されている。デジタル化と自動化

が特に進んでいた半導体産業が、コロ

ナ禍の中でも生産活動を停滞させない

強靭さを示したことでさらに注目が集

まった。

SIP光・量子の取り組みとその成果の

社会実装は、まさに日本の製造業が渇

望する存在になりつつあると言えよう。

ただし、研究成果を社会実装するま

での道のりは険しい。日本では、これ

までも製造業の競争力強化につなが

る潜在能力を秘めた多くの技術開発

の成果があった。しかし、学術的な研

究成果にとどまり、事業化には至らな

かった例は枚挙にいとまがない。

社会実装まで至らない最大の理由

は、大学・研究機関が研究したい研究

領域と、企業側が活用したい技術領域

が合致していない点にある。こうし

た隔たりをSIP光・量子では「ダーウィ

ンの海」と呼ばれる考え方を活用して

説明してきた（図2）。

海外にはダーウィンの海を乗り越え

るための手助けをする機関を設置して

いる国もある。大学・研究機関と企業

の間の意思疎通を密にする橋渡し役と

して動き、それを活用する企業は「た

とえ自社技術だけでは対応できなくて

も、日本企業が受託できないような高

難度ビジネスを受注できています。こ

れが日本とドイツの企業競争力の差の

一因となっていると思います」とサブ

プログラムディレクターの安井公治氏

は言う。

日本で進めてきた産官学連携や大

学発のスタートアップ企業を創出す

るためにも、SIP光・量子には同様の

橋渡し役となることが求められる。

そこでSIP光・量子では、様々な研

究テーマに取り組む国内外の大学や

研究機関と、多様な課題を抱える多く

の企業とを、Win-Winの形でつなげて

ダーウィンの海を橋渡しするエコシ

ステムを形成する活動を進めてきた。

その結果、持続可能な競争力の醸成を

支える仕組みが出来上がりつつある。

近年、学術的研究においても、異分

野連携によって研究の創造性を高め

る時代になってきた。さらに、これま

で以上に研究には多額の資金が必要

になってきている。そこで、SIP光・

量子では、大学・研究機関と企業が密

に連携できる場を作り、さらには企業

から投じられた資金が研究活動に還

元される仕組みを構築。加えて、トッ

プレベルの研究者にダーウィンの海

を渡る意義とやりがいを啓蒙してき

た。その成果として、ダーウィンの海

を渡る研究者が現れるようになって

きた。

一方、企業側から見れば、CPSを活

用して課題解決やビジョンの実現を推

し進めようとする際に、まず相談でき

る「駆け込み寺」のような存在も求め

たいところだ。多くの企業にとって

CPSの構築・運用は初めての取り組み

であり、たいていの場合どのような技

術・知見・スキルが必要になるのか見

当もつかないからだ。

「CPSの構築では、レーザー加工や

量子コンピューティングの活用といっ

た分かりやすい技術だけでなく、デジ

タル化した資産を強固に守る量子セ

キュアクラウドといった仕組みも欠か

せません。必要な技術を過不足なく用

意し、トータルソリューションとして

提供することが重要です」とサブプロ

グラムディレクターの佐々木雅英氏は

言う。SIP光・量子では、企業の技術

研究～製品開発に関するニーズにワン

ストップで応える複数の研究拠点をつ

なぐCPSプラットフォームの構築を

目指している。

西田氏は「CPSプラットフォームの

中で、研究の質の向上と企業競争力の

強化の双方が正のスパイラルを描いて

進み、SIP光・量子に5年間で投じられ

た資金の約10倍に当たる約1200億

円の投資が成果を展開した企業から行

われるようになれば、取り組みは成功

したと言えるでしょう」と期待する。

今後のSIP光・量子の取り組みから、

ますます目が離せない。

早くも実用化に結びついた
SIP光・量子の研究成果 ダーウィンの海を橋渡しし

競争力を醸成する仕組みを構築

複数の研究拠点をつなぐ
プラットフォームの構築へ

図2 研究成果の社会実装を阻む「ダーウィンの海」を
渡るための橋渡し機能が不可欠
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戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
「光・量子を活用したSociety 5.0実現化技術」

胎動する次世代の製造業基盤
光・量子技術を生かしたCPSで日本に持続可能な競争力を

日本の製造業を取り巻く環境は激変している。デジタルトランスフォーメーション（DX）の実践による価値創出、脱炭素化への対応、経済安全保障の
観点からの自国生産体制の強化など、取り組むべき課題が山積する中で、ビジネスとしての産業競争力を抜本的に底上げすることが強く求められてい
る。内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「光・量子を活用したSociety 5.0実現化技術（以下、SIP光・量子）」は、製造業の産業競
争力を強化するために欠かせない基盤を構築する上でボトルネックとなっている要素技術の確立に取り組む国家プロジェクトである。このSIP光・量
子の研究成果が、いよいよ社会実装するフェーズに入ってきた。


